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夏女遺跡57号住居跡

P
はじめに

文化財通信くまもとの創刊号でお知らせしましたが、調査係では平成元年度に

21遺跡の調査を実施しました。すべての遺跡で貴重な資料を得たわけですが、第

2号では紙面の都合上この中から調査第1係（農業基盤整備事業に係る調査を孔1

当）で発掘調査を実施した14遮跡のうち、特に注目を集めた7遺跡をとりあげ御

紹介します。

全
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なつめ

夏女遺跡
(第1次）

所在地球磨郡錦町大字木上字夏女

調査而穣約1,400㎡

たかんばる

夏女遺跡は、球磨川右岸の高原台地にあり、球磨カンI､リークラブの西側一帯に広がってい

ます。この調査は、県営農免農道整備事業にともない、事前調査としておこないました。試掘

調査の結果、かなり良好な弥生時代の集落があることがわかりました。農道の事前調査のため

道路の|限（7m×200m）で発掘をおこないました。確認された遮描は、弥生時代後期の竪穴

住居跡51軒、土器溜1基、時期不明の土城1基、溝2条でした。これら遺椛のなかから、おび

ただしい舷の土器や石器が見つかりました。この他珍しいものとして、青銅製の鏡、鉄で作っ

たやじり、木を削る道具のやりがんな、お祭などに使ったと思われるミニチュア土器が出土し

ました。これらからみても、かなり大規1模な集落跡であるとおもわれます。おそらく、人吉・

球磨地方の拠点集落としての性格をもつものと考えられます。
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長方形の住居跡
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円形住居跡

○竪穴住居跡

今回の調査で、計51軒の竪穴住居跡を確認し

ましたが、重なり合いや調査区の外にのびてい

るものが多く、正確には言えませんが、大きく

3つに分けることができます。

長方形の住居跡

平面の形が長方形で、2本の柱をもっていま

す。中央に炉を、壁にそってL字型や．の字型

の一段商いベッド状の遺構を備えています。こ

のベッド状の過椛は、県北のものと比較して40

～50cmとひじように高いものです。

円形住居跡

今回の調査区のほぼ中央部に重なり合うかた

ちで9軒の円形住居跡を確認しました。これら

は大型で直径は6～8mもありました。柱は2

本・4本・6本と様々で、やはり周囲に一段商

いベッド状の進椛をもっていました。

小型の住居跡

調査区の一部は、近世の開墾で上部を削られ

たあとが見られました。そこに縦横約2～3m

の小型の住居跡が数軒ありました。柱のないも

のや2本のものが有り中央に炉をもっています。

掘り方は10～20cmと浅く、もともと小型の住居

跡なのか、それとも長方形の住居跡のベッド状

逆碓の上部が削られて下の部分が残ったものか

はいまのところ分かりません。

とにかく、この遺跡の面F1い点として同時代

ところにあると思います。

して同時代のいろいろな住居跡が重な りあっているという
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だめ

○土器溜

1基だけですが、土器溜（ごみ捨て場）があ

りました。地面を10～20cm掘りくぼめ、そこに

多j1tの土器片、石器などが捨てられていました。

当'1*は生ごみなども捨てられていたとおもわれ

ます。

○溝

調査区を南北に横切る形で2本の櫛がありま

した。埋まっていた土の色から、もっと後の時

代のものとおもわれます｡

○おもな出土遺物

青銅鏡

円形住居跡（23号住居跡）から、青銅で作ら

れた鏡が出土しました。これは非常に貴重なも

ので、当時はだれでも待てるというものではな

く、北九州と交流をもつかなりの打力者がいた

ものとおもわれます。

鏡は瞳径約7cmで厚さ1~21''''1あり､2個の

紐を通す穴があけられていました。腐食がひど
ないこうか

く模様がよくわかりませんが、おそらく内行花
もんき供う

文鏡と呼ばれるものでしょう。

組み合わされた小型土器

長方形の住居跡（2号住居跡）から、祭肥に

使用されたと思われる4個体分の壷と蕊とを

糸|Iみ合わせた土器が出土しました。商さ6cnlの

鞭に商さ5cmの壷で蓋をし、それを商さ13cmの

製に納め、さらに壷で蓋をして、惟居跡の壁ぎ

わにやや傾けて埋めてありました。どんなお祭

（占い）がおこなわれたのでしょうか。

その他の遺物

大型の壷、ミニチュア土器、鉄製のやじり、
だ世い雑ふふませい

やりがんな、土製のおもり、打製石斧、磨製石

斧、石製のやじり、免田式土器、他丁等

患
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土器溜にすてられた土器や石器

_／

‐
L

■q

“'”""〃,,．

■■P

青銅鏡

ﾛ●

りあ
岸

｡k祁
凸西

｡

鍵
ひ 易暴乙

組み合わされた小型士器
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終わりに

平成元年度の調査は、予定の半分を行ったも

ので、あと半分を残しています。今凹は元年度

の調査成果をのべました｡2年度の成果は次回

にお知らせします。
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出土した石包丁
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うてな遣跡 うてな

所在地菊池郡七城町大字台

調査而穣約3,000㎡

うてな遺跡は、菊池川の支流である内田川と迫間川とにはさまれた台地の西端(標高約73m）

に位置しています。県営の畑総覗業にともなう調査で、遺術は広い範囲におよぶものの、水路

と工事により削られる部分に限ってi淵査が行われ、弥生時代から室'11].'|ｷ代までの過構を確認し

ています。

○弥生時代後期から古墳時代前期までの集落跡

台地西北端を中心に、直径約300,の範囲に広

がっており、現在までに約80粁の竪穴住居跡と

集落を囲む溝（環濠）の一部が7ケ所で見つか

っています。

竪穴住居跡は､長方形で中央部に炉が作られ、

長IlilII方向に2本の柱穴があり、壁ぎわに貯蔵穴

を持っています。また壁に接して－段商いベッ

ド状遺椛も設置してあります。椛居のうち，戸

は、大型（5.75m×8．5m）であることから、

集会所など共同で使用した家と考えています。

見つかった遺物は、壷・鞭などEl常的な土器

のほか、ジョッキ型土器や、注ぎ口のついた船

型土器などのほか、装飾品として土製勾玉や土

製丸玉、収穫具として鉄製の手鎌や鎌などが出

土しました。特に珍しいのは、貨泉という中国

で．作られたお金が発見されたことで、おそらく

宝物として、紐を通してぶら下げていたのかも

しれません。
ほうけぃしゆうこうぼ‘

○古墳時代前期の方形周溝墓

集落跡の西方から、方形周溝墓という四角の

満で囲んだ墓が発見されました。中心に箱式石

棺があり、一辺11.5mの瀧がめぐっていました。

この一帯には多数の方形周溝墓力遡もれている

ものと思われます。

また、集落跡の南東方向から、舟形石棺を納

めた一辺34mの大型の方形周満慕が発兇されま

したが、これは強大な権力を持った人物の墓と

考えられます。

○その他の主な遺構

奈良．平安時代の集落跡（竪穴住居跡約150

1粁と掘立柱建物跡20数棟）や、鎌倉・室町時代

の墳墓なども確認しました。

~
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大型の住居跡
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灰塚古墳
所在地鹿本郡菊鹿町大字池永字池H1小字柳迫

調査面稜約800㎡

この地区で、県営畑総事業が行われること

になりました。その際重機によって内部主体
いしぷたどこうぽ

の一つである石蓋土壌墓の蓋が破壊されたこ

とで急に調査を行うこととなりました。古墳

は、工事がかなり進行していたため、周囲が

ごく雌か残され､塔のようになっていました。

調査を進めると、非常に変わった古墳であ

ることがわかりました。まず、古墳の表面に
ふきいし

は郵石とよばれる自然の丸石が置かれていま

した。これは、盛土の流出を防ぐために、丁

寧な造作が力|lえられたものでしょうか。

しかし、残念なことに残っていた部分が非常

に少なかったため、古墳の形はわかりません

でした。内部の方には死者を納めていた楠が

､2つありました。一つは、土を掘りこんで棺

にし、上に石の蓋を被せた石蓋土壌とよばれ

るものです。もう-.つは木をくりぬいて棺に

した木械墓とよばれるものです。いずれも中

には人の偶･がまだ残っていました。二つの棺

は中も外も赤色の顔料が塗られていました。

このように丁寧な葬り方をしているにもかかわ

らず、神通なら死体といっしょに納めてある

はずのI1jA物が-.つもありませんでした。ただ

石蒸土峨を種っていた粘土の中にあったと思

われる鉄製の道具が3点ほど壊された土の中

にありました。

この古峨は、現地にそのまま残す事ができ

ない状況でしたので、この地区の人々の要望

もあり、石蓋土城の石蓋だけを地区の公民館

の典に移しました。現在は、覆いの屋根を作

って、説Iﾘ1版も作ってあります。

－5－

調査前の古墳のようす
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石蓋を移築したようす

人骨出土のようす
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みつぎ

水次遺跡

岡田遺跡

所在地菊池郡七城町大字水次調査而械約5,000㎡

菊池郡七城1111.大字liI11{1約5.000㎡

二つの還跡は、菊池川の右岸にあるうてな台地の南縁部に位満しています。菊池川中流域は

古代遺跡が多く存在することで知られ、大規模な世跡である「うてな遮跡｣｢流川過跡」もすぐ

近くにあります。

○水次遮跡

現在の水次集落の北側の商台にあり、発掘

調査によって次のような遺構や遺物が兇つか

っています。
じようもんおしがたもん

・縄文時代早期抑型文土器
やよいかめかんぽこう

・弥生時代前期～中期撫棺墓城
こふんえんぷん

・古墳時代方形周溝墓円墳

・中世溝遺構

○岡田逆跡

下岡田集落の北側の間台にあり水次逝跡に

続き発掘調査を行なったものです。その結果

次のような過椛や遺物が、兇つかっています。

・純文Ⅱ､f代早期押型文土器
たけざき

中期竹崎式土器

・弥生時代前期～中期諜械土砿

・古噴11,f代中期住居跡

《
』

このうち、水次遺跡B地区は「ハヤマ塚」

の調査を実施し、主体部が安山岩の板状の石
はこしきせっかん

材を組み合わせた箱式石棺であることが分か
はんちく

ったほか、版築（いく牌にも土をつき固める

こと）された盛土やくびれ部を持つ周溝など

も確認しています。

このほか、川原石や凝灰岩を組み合わせて

作った箱式石棺も出土しています。

純文時代中期の土器として、底部に4～5

個の脚を持つ特色で知られる竹崎式土器が多

耽に出土しており、撹亜な資料になるものと

思われます。

また謹棺群は、純文時代から弥生時代に移

る頃のお墓で、蕊や壷の組み合わせからなっ

ているものです。北部九州の例に見られるよ

うに食物を副葬したと思われる小型の壷が出

土したほか、内部からは朝鮮半烏で作られた

と見られる30個近くの碧玉製の管玉も出土し

ており注目を集めています。

心
』

句凸

竜
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水次遺跡謹棺 岡田遺跡調査風景
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にしさじき

西左敷遺跡
こむたづる

小無田鶴Ⅱ遺跡

阿蘇郡久木野村久石

西左敷遺跡約2,500㎡

小無田鶴Ⅱ遺跡約4,500㎡

所在地

調査而砿

外輪山と白川との間に位置しています。平成元年7月か

旧石器時代から江戸時代にわたるI幅広い時代の遺構や遺

遮跡は、南阿蘇の久木野村にあり、

ら平成2年2月にかけて調査を行い、

物を確認しています。

〔小無田鶴Ⅱ遺跡〕

この遺跡の周辺には「ミヤンザムライ」(宮

の侍？）という地名が残ることから、中世期

の遺構の存在を予想しながら調査を進めまし

たが、その結果約70基の中世から近世にかけ

ての墓が確認されました。土雛（穴）の形や

深さの違いなどは、時代により様々ですが、

そのうち中世末と思われる墓からは、短刀と

約70枚の輸入銭（宋銭・明銭）を副葬したも

のが兇つかるなど、当時の埋葬の方法を詳し

く知ることができます。

この他に、遺物としては縄文時代早期・前

期の土器、また遺構としては古墳||寺代前期～

後期の住居跡12軒をそれぞれ確認しています。

〔西左敷過跡〕

地表下2m弱の柵色の粘衝土の中から、旧

石器時代のスクレーパー(皮剥ぎや切断などに

使う石器）を発兇しました。l司じIwから、同

時に'0点のチップ（石附）と炭化物の広がり

を確認していることから、周辺に旧石器時代

人の生活の而があったことは確かなことのよ

うです。阿蘇山の周辺では、北外輪の大概峯

などで旧石器時代の過跡が確認されています

が、南郷谷では初めての発兄です。なお、詳

しい年代は今後の分析を待たなければなりま

せんが、少なくとも今から27j年以前に遡る

ものと考えています。

このほかの遺椛では、純文時代のものとし

て』i1．期の石組み炉を’雑、前期の貯蔵穴を9

基、晩期の住居跡1軒、また中世の掘立柱建

物跡3棟、江戸時代の水路跡などを確認して

います。

『

〃

認
5尾

今
『
Ｌ
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。
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泌 望

の
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撫韓． 〃

縄文早期の石組み炉 中世墓の副葬品
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巳

平成2年度に調査した遣跡

ウ

《
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(凡例）〃

ｑ

６

Ｄ

ｔ

Ｊ

ｆ

Ｇ

Ｏ

、

里

1．立地については、それぞれ台地、丘陵地、山

地、段丘、河川の頭文字をつけた。
2．成果の時期は、次のように記す。

佐猟県 福岡

先土器時代先

棚文時代早期～晩期一

純一早、前、中、後、晩
弥生時代前期～後期一

弥一前、中、後
古頃時代古

奈良時代－余

平安時代一平

中世一中

近世一近

勺

（編集後記）
今回は調査第1係での調査の成果をお知らせし

童したが、2係でも素晴らしい発見がありました。

このパンフレットを通して皆様にはそのつどお知

らせしていきたいと考えています。御意見、御感

想をお待ちしています。
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４
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ｍ
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０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２

遺跡名

鞠智城

うてな

〃

岡田

下原

中神久

富の前

塚坊主古蝋

商江出分

柵土

峠

上生・上の原

沖 Ⅲ

柏木谷

原口Ⅲ

御幸木部

熟橘貝塚

鬼のいわや古城

田浦城

城馬場第2地点

白鳥平1

人我胸

永 谷

古瞳敷

夏女

木上雛手

水上大原

堂｜刺

所在地（立地）

鹿本郡菊鹿町（台）

菊池郡七城町（台）

１
１

《
ｐ
一
口

く
く

″
″

鹿本郡植木町（台）

玉名市安楽寺（低）

玉名郡菊水町（段）
〃 （台）

菊池郡洲水町（段）

菊池郡合志町（台）

菊池郡合志町（台）

菊池郡西合志町（台）

〃 （丘）

阿&郷M久木野村（丘）

〃 （丘）

熊本市御幸木部町(河）

下益城割蛾南町（河）

宇土郡不知火町（丘）

芦北郡田浦町（山）

球磨郡山江村（丘）

人吉市赤池水無（丘）

１
１
丘
丘
く
く

″
〃

人吉市古屋敷（山）

球磨郡錦町（台）
〃 （台）
〃 （山）

球磨郡須恵村（丘）

リド業名

国庫

畑総

道路改良

ほ場

ほ場

ほ場

ほ期

風土記の丘

畑総

畑総

畑総

畑総

ほ場

ほ場

ほ場

河川改

河川改

農遊

農道

県道

道路公団

道路公団

通路公団

道路公団

農道

国徴川辺

農道

畑総

調盗期間

H2．4～H3．3

H3.1～

H2.10～

1．12．9～12

H2．4

H2．4～5

H2.4～6.10～

H2.10～l{3．1

H2．5～H2.10

H3．1～

H3．3～

～H2．5

H2．4

H3，1～

H2．7～11

H2．8～H3．2

H2.4～6.10～

H3．3～I{2．7

H2．7～9

H2.‘!～7

H2．7～

H2．9～

112.11～

H2．4～6

H2．7～H2．11

1{2．9～H3．3

112J2

112.10～H3．1

成果（時期）

協蛾職瀧物､樋立柱挫娠(奈~平）

竪穴雌屑勝(弥一後､農､平）

磁織物､竪穴住醗(奈~平)､道路跡(中)､方形職鍵(古）

剛轍’i地(胤文－中~晩)､翌備鮮(弥生一前~中）

1M立柱腿物,竪穴l掘跡(祭~平）

避轍布地仲）

砿蛎帥(称-中､祭~平)､溌梢群(弥一''1~後）

ii力側噸､|航式石室､裟飾古晩青謂鏡､杏葉､鉄7j(古）

胤加掘跡(祭~平)､遡猟布地(縄一機･晩古)､石囲い炉側一後･晩）

#弛撒他物､竪穴倣届跡(斎~平)、

|賊粧雌物､竪穴|掘跡(奈~平)、

妬j蛾(胤一¥)､竪穴雌跡(弥一後､古)､掘立柱幽物(古）

巡物細地(斑一徹･晩)､竪穴蛎跡(古)、

竪穴餅屑跡(縄-晩､弥-陵)､方形胤聯墓(古）

職穴釧播跡(弥一陵~古)､地下式土坑､土騰蕊仲世)､棚立錘物(近）

瑚脈Wi地､土俄纂､箭仲）

ドﾝグﾘｯﾄ(徹一‘'1)､埋葬人骨22体(縄一後)､蕊仲）

隅穴式石蚤(古）

蝋勝仲）

m物散布地(先､縄－早）

Ⅲ物耽､地(先､縄-早)､蝿迩構(縄-早）

逝物散術地､蝋石過構(縄一単）

遺物肱布地､蝋石遺構(縄－早）

鋤獅地(縄-単･晩)､降火台仲）

現牒蝋瀧､淵釧､背謂鏡(漆縦）

i､物仙布地(先､縄-早・､)､典石適職(蝿－早）

j航､剛榊布地(測一早､平）

鋤跡地側-鼎･後･晩)､竪穴蛎跡(古)､土臓蕊､遡I|締磁(平）


